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 通常の梁よりも梁せいを小さくする代わりに、梁幅を柱幅よりも大きくした扁平梁を採用することで、プランの自由度が

高まり、有効天井高や窓開口を大きく確保できるなどのメリットが生まれる。既報において、梁幅を柱幅の 2～3 倍とした

扁平梁と柱から構成される部分架構実験を行い、既往式を準用した設計式が柱幅外の梁主筋の影響を考慮した扁平梁曲げ耐

力、扁平梁と柱の接合部せん断耐力を安全側に評価できることを確認した。今回、設計式の合理化や、適用範囲の拡大のた

めに部分架構実験を行い、ねじれ耐力を評価する。また、追加で実施した試験体においても扁平梁柱接合部のせん断耐力を

既報の提案式で安全側に評価できるか確認する。 

 
 試験体は、接合部せん断耐力を確認するために接合部

せん断破壊が先行するように計画した試験体 2 体、既報

の実験にはなかった跳出し部のねじり破壊が先行するよ

うに計画した試験体 4 体の計 6 体である。なお、実建物

での適用範囲を考慮し、 Fc24,36N/mm2 、柱断面

1000×1000mm、扁平率 2、梁せい 500～800mm、階高

3000mm、梁スパン 7000～9000mm 程度を対象とし、

試験体の縮尺は 1/2 とした。図－１に代表例として直交

梁のない試験体の詳細図を示す。ねじれ破壊を先行させ

るために柱外の扁平梁主筋を多く配筋している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 扁平梁の構造性能を確認するため、計 6 体の部分架構実験を行い、扁平梁架構において以下のことが確認できた。 
ⅰ．ねじれ破壊先行型として計画した試験体において、直交梁がなく跳ね出し部のみで負担させる場合のねじりモーメン

トの計算値に対する実験値の余裕度は 1.18～1.54、直交梁があり跳ね出し部と直交梁の強度を累加する場合は 1.09～
1.31 と、計算式は耐力を安全側に評価した 

ⅱ．接合部のせん断破壊先行型として計画した試験体において、梁せいが実大相当で 800mm の扁平梁も、既報の式で安

全に評価できることを確認した 
ⅲ．接合部のせん断破壊先行型として計画した試験体において、扁平梁の片側側面が柱幅内におさまるように片側に扁平

梁を寄せた形状でも、既報の式で安全に評価できることを確認した 
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図－１ 試験体図例（十字形） 

（直交梁なし） 

表－１ 実験値と耐力計算値の比較（ねじり） 

図－２ 実験値と耐力計算値の比較 

（曲げ、せん断） 

（直交梁あり） 
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